
令和４年度学校評価まとめ【学校評議員】（有効回答:３） 

 

①【本校の教育目標】学校は教育方針をわかりやすく伝えている。 

評議員 回答 感想・意見 

評議員１ 良い － 

評議員２ 良い 明確で具体的でわかりやすく、目につきやすいから伝わっていると思う。 

評議員３ 良い 

「あかるく、なかよく、たくましく」という校訓が生かされ、教職員、

保護者の教育目標に向かうポジティブな雰囲気づくり、児童一人一人に

応じた「生きる力」を育むという真摯な姿勢をアンケート結果から読み

取ることができました。 

 

②【本校の教育実践】学校は教育課題について適切に取り組んでいる。 

評議員 回答 感想・意見 

評議員１ やや良い 

２回目の評議委員会で学校評価の報告をいただけたのは良かったです。

それら貴重な情報等を踏まえ、業務多忙のなか容易ではないと思います

が、課題を整理し、優先順位を示した上での次年度以降の具体的な取り

組みを提示いただけると、より明確に現場での実践が評価しやすいので

はないかと感じました。 

評議員２ 良い 
教員の個人としての質は高いが、もっと組織的に“伝達”や“連携”に重き

を置いて良いと思う。 

評議員３ 良い 

「教員の仕事は、子どもが善くなってナンボの世界、教員は授業で勝負

する」という観点から、児童生徒の懐に内在化し、何とか善くなって欲

しいと願う先生方の切なる気持ちがアンケート結果に表れていると思い

ました。 

 

③【本校の健康・安全】学校は健康・安全教育に取り組んでいる。 

評議員 回答 感想・意見 

評議員１ 良い 同上 

評議員２ 良い 

避難訓練などで「予告なく」で警報の音などでパニックになったり、落

ち着かなくなる子への配慮なのか?本番を想定した動きでの訓練も検討

してほしい。（教員のみなど？） 

評議員３ 良い 
児童生徒や保護者、教職員のアンケート結果から、高い評価が得られて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 



④【本校の教育環境】学校は校舎内外の教育環境の整備に努めている。 

評議員 回答 感想・意見 

評議員１ やや良い 同上 

評議員２ やや良い 

共生社会の実現に向けて交流会など行っていて良いと思う。中学部の校

外学習の際は、店員との関わり、やりとりなどを増やしてみるのも良い

と思う。 

評議員３ 良い 

環境は、間接的に児童生徒の人間形成に大きな影響を与えるといわれて

います。校内を散策すると、廊下はピカピカ、掲示物もいろいろ工夫さ

れていて、とても気持ちが豊かになりました。感謝です。 

 

⑤【本校の進路指導】学校は適切な進路指導に取り組んでいる。 

評議員 回答 感想・意見 

評議員１ 良い 

卒業生のインタビューを在校生に聞いてもらえる機会は非常に有意義だ

と思いますので、今後も是非とも継続いただきたいです。加えて、入所

者の保護者は特になかなか知る機会が少ない為、可能であれば動画等で

残していただき必要時に観る機会を設けていただけるとより進路指導が

充実するのではないかと感じました。 

評議員２ やや良い 

キャリア教育の他にⅢ課程の生徒に対しても「将来計画」のような取組

が必要？計画を立てて実行するまで見届けられないが、学校内での様子

や取組の総合判断、指針のように、その生徒が 60 歳、70 歳になってか

らも楽しんで生活できるよう学校主体の計画が合っても良いかと思う。 

評議員３ 良い － 

 

⑥【本校の地域との連携】学校は地域と連携し、特別支援教育のセンター的役割を果たしている。 

評議員 回答 感想・意見 

評議員１ 良い 

年度初めに開催されている「地域相談支援専門員及び計画相談員との連

携会議」は、非常に有意義だと思います。また、２回目に報告があった

「中頭地区小中学校肢体不自由児童生徒の情報交換会」も非常に良い取

り組みだと感じました。今後、地域との更なる連携という観点で、放課

後等デイサービス事業所等向けに同様の内容で企画いただけると地域と

の連携が深まり、結果として子ども達に還元できることが増えると思い

ますので、大変だと思いますが検討いただけると嬉しいです。 

評議員２ 良い 
医ケア児などの地域での情報交換会を積極的に行っていて良いと思っ

た。継続してほしい。 

評議員３ 良い － 

 

【結果の考察】 

 学校評議員より、学校評議員会や第２回学校評議員会で報告した学校評価アンケートを踏まえながら、回答

をいただいた。概ね良好な回答をいただいたが、感想・意見に示された具体的な課題や助言については、学校

全体で共有し本校の教育活動の充実に向けて繋げていきたい。。 


